
団体名： 豊川商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 104.7 ％） （達成度 104.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 82.1 ％） （達成度 128.3 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

小規模事業者のパート
ナーとして、企業体質強
化や改善支援、補助金申
請支援等を行うととも
に、各種施策普及を図る
ことができた。

実績
数値

52

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

講習会等（集団・
個別）

【集団】小規模事業者の経営
に関する幅広い知識の習得
又、実務能力、環境変化への
対応力の向上のため、各種の
講習・講演会を実施する。
【個別】直面する様々な経営
課題に対し、マンツーマンで
専門家による必要な助言、指
導を行う。

【集団（講習講演会等）】
　実績：23回実施
　受講者総数：265人

【個別（個別相談等】
　実績：77回開催
　利用者数：47人

小規模事業者
等

指標

実施回数（集団）

指標

目標
数値

1,000
実績
数値

1,047
目標
数値

50

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

個社に対する経営
支援の充実および
強化を図る。

〇

巡回・窓口相談指
導事業

地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をなす
小規模事業者への経営基盤の
安定強化に努める（経営、金
融、税務、労務など経営上の
諸問題や経営改善に対する指
導）。創業・経営革新への積
極的な支援を実施する。ま
た、新型コロナウイルス被害
や自然災害等、喫緊の課題に
速やかに対処する。これらに
対し、巡回及び窓口において
相談・指導を行う。

①巡回・窓口指導件数　実績
延べ　　1,047事業所
実企業数　　573事業所
（内非会員）
延べ　186事業所
実企業数　107事業所

②課題解決提案件数
　実績：52件

③経営革新計画承認件数
　　実績：9件

記帳継続指導 小規模事業者の自主記帳能力
を高めるため、日々の記帳か
ら決算、申告までの一貫した
「記帳継続指導」を実施す
る。

記帳指導員（委嘱税理士）に
よる記帳指導を実施する。

指導対象小規模事業者数：14
件
指導日数：73日
指導延回数：137件

小規模事業者
等

指標
指導事業者数

講習会は事業者
ニーズを把握し、
より具体的な内容
と相応しい講師を
選定し開催する。
個別指導は、他支
援機関との連携を
図り、ワンストッ
プ体制を強化す
る。

〇

目標
数値

28
実績
数値

23
目標
数値

60
実績
数値

実施回数（個別）
経営改善、技術等習得、
経営者としての資質向上
など、経営環境変化に柔
軟に対応できるよう、専
門家からの助言、指導が
図られた。

総
合
評
価

B

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

77

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

利用者の自主記帳
の能力向上を高め
る。

〇

目標
数値

14
実績
数値

14
目標
数値

指標

経営に必要な経理・税務
知識の習得、および自主
記帳能力の向上が図られ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 豊川商工会議所

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 168.8 ％） （達成度 446.7 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

若手後継者等育成
事業

【資質向上】
豊川商工会議所青年部・女性会の
会員事業所が、未だ収束の兆しが
見えない新型コロナウイルス感染
症により厳しい環境の中で、個々
の事業所の経営を発展・継続させ
るため、新事業展開や販路開拓・
拡大、自身の資質向上を目指すこ
とを目的とする。
（1）青年部資質向上支援事業
　経営の持続的発展、自身の資質
向上をテーマに、各業界・分野の
先進的経営者やコンサルタント等
を講師に招いてセミナーを開催す
る。
（2）女性会資質向上支援事業
　女性の視点から、自身の資質向
上や、事業所の経営発展・継続な
どを目的に、女性経営者等を講師
に招き、セミナーを開催する。

（3）青年部次世代先導者育成事業

　資質向上に関して、同じ経営
者・指導者同士で先進事例に学ぶ
ことが重要である。そこで30,000
人を超える会員が所属する日本商
工会議所青年部のネットワークを
活用し、地域外の若手後継者と交
流を深めて指導者としての見識を
広げるため「全国大会（令和4年度
開催地：秋田県秋田市）」へ参加
する。
（4）女性会次世代先導者育成事業
（女性会「全国大会」への参加）
　全国商工会議所女性会連合会
は、417商工会議所・21,000人の会
員で構成され、協調・包容力・忍
耐力、そして育むといった「女性
の特質」を活かし、活力ある日本
のため「行動する女性会」として
社会に貢献する活動を行ってい
る。目まぐるしく変わる社会の現
状をとらえながら、同じ経営者同
士での情報交換や各地の事例を学
び、経営の発展・継続させるた
め、全国商工会議所女性会連合会
が主催する「全国大会（令和4年度
開催地：福島県郡山市）へ参加す
る。

【事業承継】
事業承継は重要かつ喫緊の課題
で、これまで主に現代表者を対象
に事業承継支援を目指してきた
が、後継者(候補)も対象とした支
援を考えていく必要がある。
　そこで「後継者」や「後継者候
補」、あるいは明確な「候補者」
とは言えないが、将来自分が会社
経営を目指している人、あるいは
新規開業を志している人も対象と
して、広義の「事業承継」、例え
ば第三者が事業を引継ぎ、起業す
る方法など、新たな経営者・起業
者支援を行っていくことで、事業
が引継がれることを目的とする。
事業承継セミナーⅠ・Ⅱ
Ⅰ.事業承継の専門家および実際承
継者を講師としたセミナー
Ⅱ.事業承継をきっかけに業績拡大
を目指すセミナー

【資質向上】
（1）青年部資質向上支援事
業　セミナー：1回　40名

（2）女性会資質向上支援事
業　セミナー：1回　41名
　
　　　　　　計2回　81名

（3）青年部次世代先導者育
成事業　全国大会：1回　3名

（4）女性会次世代先導者育
成事業　全国大会：1回　3名

　　　計2回　6名

【事業承継】
　事業承継セミナー：1回目
76名、2回目58名
　
　　　計2回　134名

小規模事業者
等

指標

資質向上セミナー
参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部・女性会の
事業の充実を図れ
た。引き続き資質
向上に関するセミ
ナーの実施、交流
を深める事業など
を実施する。
事業承継のセミ
ナーでは、多くの
参加者があり、今
後も必要な事業で
あることを再認識
できた。
令和5年度も継続
して事業を実施し
ていく。

〇

目標
数値

48
実績
数値

81
目標
数値

30

指標

事業承継セミナー
参加人数

若手経営者、女性経営者
としての研鑽をつみ、セ
ミナーを通じて、自社経
営に役立てるヒントが得
られた。
またセミナー等を通じ
て、企業の経営力の強化
や事業承継に対して考え
る機会を設けることがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

134

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 豊川商工会議所

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 0.0 ％） （達成度 ％） Ｄ Ｃ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 145.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

地域振興祭事業 誘客等の消費による経済効果
と魅力あるまちづくりを目指
し「おいでん祭」を開催す
る。

新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、「おいでん
祭」は中止。

地域住民並び
に他地域の市
民、商業・観
光事業者等

指標

〇

新型コロ
ナウイル
スの影響
により
「おいで
ん祭」の
開催がで
きなかっ
たことが
評価の要
因。

目標
数値

170,000
実績
数値

0
目標
数値

来場者数
指標

新型コロナウイルス感染
症拡大のため、祭りの開
催ができなかった。

総
合
評
価

Ｃ

実績
数値

産業活性化事業 【とよかわ創業・起業支援
ネットワーク事業】創業及び
中小企業支援に関する情報の
共有を行い、支援を必要とす
る創業者に対して適切な支援
を行う。創業に必要な基礎知
識の習得からビジネスプラン
の作成(演習)に取り組むな
ど、実際の創業に結びつく研
修（創業塾）を実施する。
【地域ブランド創出事業】豊
川市の強みを活かし、農協等
と連携し、農商工連携推進の
ため、地域資源を活用した
「とよかわフラワープロジェ
クト」を継続的に実施する。
【商工技術等普及促進事業】
簿記、珠算検定等商工技術の
向上に資する講習会や検定の
情報提供・運営等を行う。
【観光振興事業】地域の魅力
発掘、他地域との差別化、情
報発信力向上のため、豊川市
観光協会等と連携した各種事
業、スポーツ振興を通じての
観光振興事業諸会議等へ参画
する。
【豊川ものづくり研究グルー
プ支援】地域のものづくり企
業の競争力向上、並びに将来
的な「自社ブランド製品」開
発に向けたビジネスモデルの
構築を目指すための相互研修
の場とする。本事業を通し
て、当地域のものづくり振
興、「豊川ブランド」の構
築、経営者の意識向上、並び
に後継者育成を図る。

【とよかわ創業・起業支援
ネットワーク事業】
創業塾
　受講者：実29名（延べ：
163名）
創業・経営支援ディスカッ
ションイベント
　10／28　参加者：19名

【地域ブランド創出事業】
　会議等出席　実績：8回

【商工技術等普及促進事業】
　検定開催数　実績：　52回

【観光振興事業】
　会議等出席　実績：2回

【豊川ものづくり研究グルー
プ支援】
　参加企業：21社
　実績：
展活セミナー2回：4名
「メッセナゴヤ2022」共同出
展：4社参加

創業を検討ま
たは予定して
いる者、小規
模事業者等

指標

創業塾受講者数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和4年度も、新
型コロナウイルス
の影響により、祭
りが中止となって
しまった。
令和5年度は開催
予定。当地域の事
業者のPRに加え、
他地域からの観光
客等の消費による
経済効果を促す取
り組みを実施して
いく。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

創業・起業支援
ネットワークを推
進し、創業塾の継
続と、創業者への
個別支援の強化を
図る。
また地域活性化に
向けた事業とし
て、地域ブランド
創出の推進や観光
振興事業など、
様々な取り組みを
実施していく。

〇

目標
数値

20
実績
数値

29
目標
数値

指標

創業支援として、行政、
市内4商工会、日本政策
金融公庫、地元信用金庫
と連携し、創業塾、創業
イベントを開催し、あわ
せて個別相談にも複数回
対応することにより、創
業への自信を持たせるこ
とと創業へ結び付けるこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 豊川商工会議所

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

商店街等・街づく
り事業

【商店街等活性化事業】商店
街活性化を目的に資料提供、
アドバイス、支援協力する。
【大規模商業施設出店事業】
大型店の出店予定に合わせ、
地元商業者支援の為、影響調
査の実施と報告、共存共栄方
法の模索等支援協力する。ま
た大規模商業施設内へのテナ
ント出店に関する調査・研究
を実施する。
【地域商業強化推進事業】強
い商業者を育成するためのセ
ミナー等を実施する。

会議等出席　実績：10回

商店街組合
員、商業事業

者

指標

会議等出席

調査・広報事業 【調査】今後の事業活動に反
映するため、企業の景況動向
調査を実施する。
【広報】諸施策・各種事業の
普及周知を図るため、会報
「メセナ」、ホームページな
どに掲載する。
【NEWS RELEASE】会議所事
業、会員事業所新商品開発な
どの発信

【景況動向調査】
市内任意抽出企業を対象に四
半期ごとに実施。

【広報事業】
月報メセナを毎月15日に発
行。HP随時更新。調査広報実
施回数

実績：40回

小規模事業者
等

指標

調査広報等実施回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商業者に対し、自
発的に取り組みを
行うよう動機付け
を継続的に行う。

目標
数値

10
実績
数値

10
目標
数値

指標

商店街組合、組合員・会
議所・行政・観光協会と
の連携により、各種イベ
ントを開催し、相乗効果
を狙い、街中への居住促
進、商業等の活性化が図
られた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

景況調査等の回収
率向上およびタイ
ムリーな情報発信
に努める。

〇

目標
数値

40
実績
数値

40
目標
数値

指標

景況調査を定期的に行う
ことにより、地域内企業
の経営状況を把握すると
ともに、そのニーズに対
し、タイムリーな支援策
を実施するとともに、域
内小規模事業者の情報発
信を図ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 豊川商工会議所

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 222.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 250.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

雇用促進事業 企業の存続・維持に欠かせな
い人材の確保を図るため、求
人企業情報の把握、企業・求
職者・学生等に対する支援、
就職面接会・合同企業説明会
等の開催、関係セミナーや交
流会の開催、情報誌の発行を
行う。

合同企業説明会参加企業数：
111社

求人企業（小
規模事業者
等）・求職

者・学生等／
小規模事業者

等

指標
参加企業数

経営強化事業

【新型コロナウイルス対策事
業】未だ収束が見えない新型
コロナウイルス感染症への対
策として、国・県からの給付
金・協力金の申請支援を継続
的に支援する。また専門家の
派遣・相談会等により、各種
補助金の申請支援を実施す
る。
【専門家等活用促進事業】専
門知識を有する専門家等によ
る人材バンクを構築し、経営
課題の解決に取り組む事業者
に派遣し、経営基盤の強化に
向けた支援を図る。
【ビジネスセミナー等開催事
業】各事業者が必要とする情
報、手法等を迅速に提供する
ため、商工会議所・法人会等
主催による経済政治等のセミ
ナーを開催する。
【受注開拓・取引商談会】受
注拡大を図る発注・受注企業
との商談会、新規取引先等の
開拓チャンスを提供する交流
会・商談会への参加を促す。
【産学官連携交流事業】新製
品・経営革新につながる産学
連携促進事業の推進、新事業
創出を図るネットワーク形成
事業「東三河産業創出協議
会」等への参画。【経営革新
等支援事業】認定支援機関と
して、企業の抱える課題解決
に向けて、経営革新等計画
書、持続化等補助申請書の作
成指導、経営情報や専門家の
紹介、派遣などの経営革新等
支援事業を展開する。
【人材育成プロジェクト事
業】専門性や独自性をもった
教育や研究が行われている大
学と専門性高いセミナー等を
開催している商工会議所・商
工会とが連携し人材育成のシ
ステムに取組む。
【事業継続力強化支援事業】
自然災害等による事業活動の
影響を軽減することを目標と
する事業継続計画の立案に対
し支援協力する。
【IT化支援事業】人手不足、
従業員の高齢化、作業効率向
上等、今後、限られた人員で
今まで以上の成果を上げる必
要があり、その実現のため
オートメーション化をはかる
最新技術等を紹介し、導入に
対する支援を実施する。

【新型コロナウイルス対策事
業】
①新型コロナウイルス対策経
営相談窓口強化
　経営相談　32日99名
②事業復活支援金申請サポー
ト　77件
③プレミアム付商品券発行事
業受託
④新型コロナウイルスワクチ
ン職域接種（3回目）実施
3,176名接種

【専門家等活用促進事業】
　専門家：54名　利用実績：
25回

【ビジネスセミナー等開催事
業】
　実績：16回　362名参加

【受注開拓・取引商談会】
「アライアンスパートナー発
掘市」「メッセナゴヤ2022」
「東京インターナショナルギ
フトショー」「地域の絆2022
情報交換・商談会」「地域商
談会（三河・知多会場）」参
加
実績：42社

【産学官連携交流事業】
　会議等出席　実績：13回

【経営革新等支援事業】
　小規模事業者持続化補助金
申請：29件、事業再構築補助
金申請：4件、ものづくり・
商業・サービス生産性向上促
進補助金申請：2件、経営革
新承認：9社、
経営革新計画・経営計画書作
成指導件数：59社

【人材育成プロジェクト事
業】
会議等出席　実績：10回

【事業継続力強化支援事業】
認定支援企業数：0社

【IT化支援事業】
　ITセミナー：1回　22名

小規模事業者
等

指標

専門家派遣による指導件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地元企業の人材確
保を図るため、就
職支援の充実と広
域的な連携事業を
通じ、職業観の育
成と地元事業への
就職促進を図る。目標

数値
50

実績
数値

111
目標
数値

指標

学生に対し、地元企業へ
の就職を促すため、各種
支援を実施することによ
り、企業情報の発信と求
人情報の発信をすること
ができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

専門家人材活用事
業の利用促進と事
業の充実強化を図
る。
産学連携にあって
は、次世代産業の
展開支援に努め、
関係支援機関との
連携を強化する。
また補助金申請に
関わる経営計画の
策定支援など、企
業の経営力強化に
つながる事業を継
続的に実施する。

〇

目標
数値

10
実績
数値

25
目標
数値

指標

・小規模事業者が求める
個別の課題に対し、会員
である専門家を派遣する
ことにより、迅速かつ的
確に課題解決を図ること
ができた。
・各種セミナーの開催に
より、経営者が専門的知
識を習得する機会を提供
することができた。
・販路開拓・拡大を目的
とした商談会や展示会へ
の参加を促し、新規商談
の成立に結び付けること
ができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 豊川商工会議所

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 92.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 109.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 150.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 140.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

部会・委員会事業 【部会・委員会事業】小規模
事業者の直面する問題等に、
よりきめ細かく対応するた
め、商工会議所会員で組織す
る9部会、8委員会において、
小規模事業者の直面する問題
等をテーマに勉強会、講習
会、情報交換、交流会、親睦
会などを実施する。
【小規模企業活性化委員会】
各種事業別団体で構成する
「小規模企業活性化委員会」
において、業界との情報交
換、各種経営改善普及事業の
普及、相談者の紹介・斡旋を
実施し、経営指導員のみでは
カバーできない小規模事業者
への事業周知、経営指導を図
る。

【部会・委員会事業】
　部会勉強会、交流会、視察
研修：32回開催。委員会会
議、勉強会等：14回開催。
　　　　　　　計46回
※中小企業相談所所属職員分
のみ（部会9、委員会8）

【小規模企業活性化委員会】
　小規模事業活性化委員会：
3回開催。

小規模事業者
等

指標

部会・委員会の開催数

福利厚生事業 中小・小規模事業者の労働者
の健康確保対策の充実強化を
図り、安定した企業経営の確
立を目的に企業を巡回し、定
期・特殊健康診断を実施す
る。また、生活習慣病の早期
発見を目的に生活習慣病健
診・ガン健診・女性限定の健
診・脳ドック健診の実施。労
働者の福利厚生の充実向上を
図る優良従業員表彰を実施す
る。

【巡回定期健康診断等】
巡回定期健康診断（労働安全
衛生法に基づく健診）：174
社、2,186名受診、
同2次：5社、8名受診、
巡回特殊健診（特定作業従事
業務）：11社、61名受診、
生活習慣病健診・がん検診
一般：20社、48名受診
女性限定：29社、61名受診、
脳ドック健診：13社、21名受
診
　　　　　計252社　2,385名
受診

優良従業員表彰：27社、117
名

【新型コロナウイルスワクチ
ン職域接種】
被接種者：3,176人

小規模企業労
働者・事業

主・女性経営
従事者等

指標

受診企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各業界を取り巻く
環境・課題の把握
に努め、ニーズに
合った諸会議や事
業の展開を図り、
業界との連携強化
に努める。

目標
数値

50
実績
数値

46
目標
数値

指標

業種別・問題別に講習
会、勉強会を開催し、随
時事業者が求める情報を
提供することができた。
あわせて、会議所が音頭
をとることにより、業界
全体の代弁者となること
ができた。
小規模企業活性化委員会
を通して、タイムリーな
話題の提供や、業界の現
状把握をすることがで
き、以降の事業活動に活
かすことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

労働保険事業 国から労働保険事務組合とし
て認可を受け、事業主に代
わって各種届出等労働保険の
事務を処理し、事務負担の軽
減を図る。併せて、中小・小
規模事業者の労働保険適用の
促進を図る。

事業所や雇用保険被保険者に
変更が発生した段階で、各委
託事業主より連絡を受け、そ
の都度加入・喪失・変更・脱
退などの処理を実施。12社新
規受託。 小規模事業者

等

指標
新規委託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

従業員の福利厚生
のニーズを把握
し、安定した企業
経営の確立、支援
を図る。
各種制度の改正内
容やメリットの周
知を図る。

目標
数値

230
実績
数値

252
目標
数値

指標

健康経営が叫ばれる昨
今、従業員の健康管理の
充実を図る機会を設ける
とともに、疾病の早期発
見、早期治療への企業の
取り組みを促す機会を図
れた。
また新型コロナウイルス
ワクチンの職域接種を実
施し、事業主や従業員へ
の早期接種促進を図るこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

青色申告会・法人
会事業

地域内の小規模事業者を主と
する個人事業主又は、法人事
業者の正しい税知識の習得、
納税意識の向上、事業の健全
な発展に向けて、セミナー等
研修事業、情報提供事業等を
実施する。

年末調整相談会2回、決算確
定申告相談会10回実施

法人会・青色申告会関連事業
2事業を実施

　　　　　　　計14回

小規模事業者
等

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

労働保険の未適用
事業所の把握と適
用促進を図る。

目標
数値

8
実績
数値

12
目標
数値

指標

事業主による、労働保険
事務の軽減、労働保険料
の分割納付、労災保険の
特別加入受付など、中
小・小規模事業者の事務
効率化と福利厚生の充実
が図られた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

目標
数値

研修事業等回数
指標

企業の複雑な税制の勉強
と、正しい決算・申告納
付を促すための支援を実
施することができた。 総

合
評
価

Ａ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業の見直しを含
め、関係団体の事
業所が求めるニー
ズの把握に努め、
タイムリーな事業
企画と活性化を支
援する。目標

数値
10

実績
数値

14

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 豊川商工会議所

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

関係団体の事業所
が求めるニーズの
把握に努め、タイ
ムリーな事業企画
と団体の活性化を
支援する。

【鉄工会】
基盤技術の高度化や活動
の充実強化が図られた。
【珠算】
珠算連盟の活動の充実強
化が図られた。 事

業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

指標

総
合
評
価

諸会議等開催数

産業団体事業 【豊川鉄工会】会員事業の発
展並びに親睦を図り、地域産
業の振興を目的とした各種事
業を実施する。
【珠算連盟】商工技術珠算の
普及のため、日本珠算連盟豊
川支部への支援を行う。

【鉄工会】
JIS溶接技能検定：1回5名
福祉事業：1回
総会・役員会等：3回
　　　　　　　　計5回
【珠算】
全国検定：3回
地方検定：12回
計345名受験
そろばんコンクール：1回50
名参加
他、18名の優良生徒を表彰

指標

5
実績
数値

5
目標
数値

小規模事業者
等

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


